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点  名 X座標 Y座標 Z座標

T-6 117625.623 100247.004 5.521

T-7 117641.748 100154.361 3.791

T-8 117682.115 100145.089 5.460

ST-1 117618.553 100260.241 3.189

ST-2 117634.384 100167.504 3.139

T-7-1 117633.388 100201.418 4.360

T-7-2 117631.456 100214.535 4.679

T-7-3 117645.986 100201.314 4.202

T-8-1 117664.307 100167.752 3.443

点  名 X座標 Y座標 Z座標

点  名 X座標 Y座標 Z座標

既設基準点

4級基準点

補助基準点

曲          線          表
IP IP間方向角 IA R TL SL CL IP間距離 X座標 Y座標
NO.0 97-14-30 61.6005 117637.9448 100156.0546
IP.1 101-10-50 3-56-20 1000.0000 34.3852 0.5910 68.7432 35.0285 117630.1797 100217.1637
IP.2 (NO.4+16.602) 15-54-18 85-16-32 13.3205 117623.3877 100251.5274
EP 117636.1983 100255.1778

NO.4’+17.452
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T-7-3

IP.1

IP.2
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.
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施工延長　L=85.4m

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:250

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

平面図
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工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

目地材

既設護岸法線

目地材

護岸復旧工

残工事施工①

残工事施工②

量水器

KBM.1　DL=3.761



(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

縦断面図(1)
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表法被覆工目地

L=10.8m

T-7
DL=3.791m

コンクリート取壊工
L=5.86m

表法被覆工標準部(1)L=41.16m 表法被覆工標準部(2)L=70.50m
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徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

縦断面図(2)
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DL=3.761m
KBM.1

T-5
DL=5.761m

縦断面図(2) S=1:100

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

貫通クラック 

コンクリート取壊し工(3) L=12.47m

波返工張コンクリート工(2) L=14.9m

▽+6.906 ▽+6.797

施工延長 L=85.4m
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徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

標準断面図
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(σck=18N/mm2)

（φ19　L=600mm@500mm）
塩ビキャップ（L=300mm）

削孔（φ20　 L=130mm）　 　　　
樹脂カプセル（D16用）　　 　

（水中不分離コンクリート打設後）

潮待ち

標準断面図 S=1:50

R5

FH=
GH=6.906

NO.4+16.602付近
（NO.4+ 7.435）

R2

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

(注1)水中不分離性コンクリートの配合は、配合試験により定めるものとする。
・初期設定条件
　水中気中強度比0.7以上
　スランプフロー50㎝(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「一般の場合」の値の中央値)
　水セメント比の上限60%以下(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「無筋」・「海中」の値)

(注2)水中不分離性コンクリートの養生中はコンクリート表面をシート等で保護する。

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:50

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

水中不分離性コンクリート
チッピング（t=20mm）

コンクリート（σck=18N/mm2）

スリップバー

差し筋（D16　L=450mm@1000mm） 表面保護シート

コンクリート（σck=18N/mm2）
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鉄筋（D16@450、SD345）
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1:2.0

横筋　1.00m×17本　　      　  = 17.00m
縦筋　(3.58+1.19+0.99)/0.40m※ = 14.40m
　　　　　　　　　         　 Σ 31.4m

1.56(kg/m)*31.40(m)=48.98(kg)

R=1
.50

m

※0.40mは配筋ピッチ

コンクリート
（陸上）表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

4.05

0.92

1.80

4.25

1.63

5.12

5.13

4   

6   

▽+3.70

▽+3.70▽+3.70

▽+3.70

▽+1.30

▽+1.30 ▽+1.30

▽+1.30

コンクリート
（陸上）

NO.2(NO.1+18.160)

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

3.90

0.78

1.58

4.25

1.69

5.53

4.69

5   

5   

コンクリート
（陸上）

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

4.07

0.90

1.95

4.25

1.77

5.44

4.91

5   

5   

コンクリート
（陸上）

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

3.84

1.00

1.75

4.25

1.68

3.77

4.89

3   
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NO.3 NO.4+16.602(NO.4+7.435)

NO.4

1:2.0
1:2.0

1:2.0

▽+6.914

コンクリート
波　返　工

数量表

合板円形型枠

チッピング

差し筋

工種 名称 単位 数量

m2

m

m

本

2.09

0.97

4.72

5   

NO.4+16.602(NO.4+7.435)

型枠
m 3.17

足場工

鉄筋
（D16、SD345） kg

m 3.82

48.98

1：
0.5

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

横断面図(1)
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横断面図(1) S=1:100
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NO.2
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R5

R2

鉄板
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GH=6.507

NO.4

(注1)水中不分離性コンクリートの配合は、配合試験により定めるものとする。
・初期設定条件
　水中期中強度比0.7以上
　スランプフロー50㎝(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「一般の場合」の値の中央値)
　水セメント比の上限60%以下(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「無筋」・「海中」の値)

(注2)水中不分離性コンクリートの養生中はコンクリート表面をシート等で保護する。
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S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面
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10000

972710
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0
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横筋　1.00m×14本　　     　  = 14.00m
縦筋　(2.84+1.19+0.99)/0.40※ = 12.55m
　　　　　　　　　         　Σ 26.55m

1.56(kg/m)*26.55(m)=41.42(kg)

横筋　1.00m×14本　　      　　= 14.00m
縦筋　(2.90+1.19+0.99)/0.40m※ = 12.70m
　　　　　　　　　          　Σ 26.70m

1.56(kg/m)*26.70(m)=41.65(kg)

横筋　1.00m×14本　        　　 =14.00m
縦筋　(2.91+1.19+0.99)/0.40m※  =12.73m
　　　　　　　　　         　 Σ 26.73m

1.56(kg/m)*26.73(m)=41.70(kg)

R=1.
50m

R=1
.50

m

R=1
.50

m

※0.40mは配筋ピッチ

※0.40mは配筋ピッチ

※0.40mは配筋ピッチ

コンクリート
（陸上）

NO.5(NO.5+8.455)

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

4.72

1.00

1.75

4.88

1.68

5.36

4.89

5   

6   

コンクリート
波　返　工

数量表

合板円形型枠

チッピング

差し筋

工種 名称 単位 数量

m2

m

m

本

2.61

0.97

2.70

4   

NO.5’+9.922

型枠
m 3.91

足場工

鉄筋
（D16、SD345） kg

m 3.21

41.70

コンクリート
波　返　工

数量表

合板円形型枠

チッピング

差し筋

工種 名称 単位 数量

m2

m

m

本

1.63

0.97

3.93

5   

NO.4’+16.602(NO.4’+17.452)

型枠
m 2.42

足場工

鉄筋
（D16、SD345） kg

m 3.15

41.42

コンクリート
（陸上）波　返　工

数量表

合板円形型枠

チッピング

差し筋

工種 名称 単位 数量

m2

m

m

本

2.68

0.97

2.59

4   

NO.5'(NO.4'+17.452')

型枠 m 4.01

足場工

鉄筋
（D16、SD345）

kg

m 3.20

41.65

▽+1.30

1:2.0

▽+3.70

▽+6.908

▽+3.756

▽+6.889

▽+3.690

▽+3.591

▽+6.803

▽+5.50

1：
0.5

1：
0.5

1：
0.5

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽+5.500

▽+5.500

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

横断面図(2)

 6/11

（1.79）

横断面図(2) S=1:100

L2.5

L2.5

Co

Co

矢板

R5

NO.5’
(NO.4'+17.452')

FH=
GH=6.906

(NO.5+8.455)

R2

NO.5

NO.4’+16.602
(NO.4’+17.452)

FH=
GH=6.878

R1.6

FH=
GH=6.797

NO.5’+9.922

R1.6

FH=
GH=6.906

R1.6

(注1)水中不分離性コンクリートの配合は、配合試験により定めるものとする。
・初期設定条件
　水中期中強度比0.7以上
　スランプフロー50㎝(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「一般の場合」の値の中央値)
　水セメント比の上限60%以下(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「無筋」・「海中」の値)

(注2)水中不分離性コンクリートの養生中はコンクリート表面をシート等で保護する。
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S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

はつり  t = 2 0 m m

5
6
0
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394

6
19

1651

941710
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2526
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9
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N
O
.
4

T-6

ST-1

Co

Co

盛土

目
地

5.92

5.58

3.09

3.06

鉄板柵

Co

柵

5.62

3.75

3.61

2.99

2.50

0.84

0.75

0.73

0.79

-0.48

コンクリートブロック

NO.5’+9.922

NO.5’

NO.4’+16.602

N
O
.
4
+
1
6
.
6
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
壊

工
(
3
)

L
=
1
2
.
4
7
m

NO.4’+17.452

A=0.929m2

A=0.815m2

A=0.916m2

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

▽+6.906

▽+6.878

▽+6.797

▽+5.500

▽+5.500

▽+5.500

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

構造物撤去工詳細図

 7/11

コンクリート取壊工 S=1:100

構造物撤去工詳細図 S=1:100

平面図 S=1:100

Co

Co

矢板

NO.4'+16.602
(NO.4’+17.452)

FH=
GH=6.878

NO.5’

FH=
GH=6.797

NO.5’+9.922

FH=
GH=6.906

(注記)本図に示す取壊し箇所は、施工時の吊り作業を想定し、

3tユニックの通行確保のために波返工の一部を撤去するものである。

実際の現場にて車輌が通行できる場合は、発注者との協議の上、

本図の撤去工を省略できるものとする。

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

KBM.1　DL=3.761

657
175

577
231

コンクリート取壊し

コンクリート取壊し

コンクリート取壊し

609
200
210

190

230

1057

1080

958

3tユニック軌跡図

12
9
7

1
3
78

1
4
06



▽+3.72

▽+3.19

▽+3.70

▽+3.16

A-A断面

B-B断面

▽+3.16

▽+3.70

C-C断面

削孔 φ20 L=130mm 削孔 φ20 L=130mm

削孔 φ20 L=130mm

(D16-450 ctc.1000) (D16-450 ctc.1000)

(D16-450 ctc.1000)

L=0.81m

L=0.77m

L=0.64m

倉庫

As

Co

Co

3.19

3.40

N
O
.
0

N
O
.
0
+
4
.
1
9
2

N
O
.
0
+
1
0
.
0
4
8

N
O
.
1

A

A
B

B

C

C

▽H.H.W.L.　+3.40m

▽H.W.L.　+1.80m

▽L.W.L.　±0.00m

▽H.H.W.L.　+3.40m

▽H.W.L.　+1.80m

▽L.W.L.　±0.00m

N
O
.
0
+
5
.
5
9
0

護
岸
復
旧
工
(1
)

L=
1.
79
m

護岸復旧工(2)

▽+3.70

▽+3.70

(σ c k = 1 8 N / m m 2 )

( σ c k = 1 8 N / m m 2 )

1.
27
m
0.
52
m

N
O
.
0
+
4
.
9
8
9

A=0.618m2

A=0.478m2

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

護岸復旧工詳細図
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コンクリートブロック

護岸復旧工詳細図 S=1:100

護岸復旧工(2) S=1:100

護岸復旧工(1) S=1:100平面図 S=1:100

NO.0+4.192

L3

NO.0+5.590 (NO.0+4.989)

As

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

300

460

430

5
4
0

300

5
4
0

A=0.201m2

A=0.141m2

A=0.234m2

樹脂カプセル(D16用) 樹脂カプセル(D16用)

樹脂カプセル(D16用)

差し筋 差し筋 

差し筋 

5
5
02

0
0

2
0
0

2
0
0

3
5
0

3
4
0

3
4
0

はつり t=20mm

はつり t=20mm

はつり t=20mm

3
0
0
0

80 3090

3170

80 1840

1920

2
0
0

1400

1
8
4
0

A=3.063m2

2
6
0

コンクリート

コンクリ ート



1:2.0

R=1
.50

m

▽+3.70

▽+3.70▽+3.70

▽+3.70

▽+1.30

▽+1.30 ▽+1.30

▽+1.30

1:2.0
1:2.0

1:2.0

▽+6.914

1：
0.5

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

表法被覆工目地詳細図（参考図）

 9/11

表法被覆工目地詳細図
（参考図）

NO.4+7.440、NO.4+18.200

NO.3+16.790NO.2+7.650

NO.2+17.710、NO.3+7.940

Co

FH=
GH=6.081

NO.3

R2

R2

鉄板

Co L2.5

L2.5

R5

Co

R5

R5

鉄板矢板

FH=
GH=6.906

NO.4+16.602
(NO.4+7.435)

R2

FH=
GH=5.583

NO.2
(NO.1+18.160)

R5

R2

鉄板

L2.5

FH=
GH=6.507

NO.4

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=図示

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

1:10

(CF200)

目地部壁正面図

目地部詳細図

S=1:100

S=1:100S=1:100

S=1:100

目地箇所数 　　N=1箇所

止水板 　　　　L=9.8m/箇所

スリップバー 　N=19本/箇所

キャップ 　　　N=19個/箇所

目地箇所数 　　N=2箇所

止水板 　　　　L=9.9m/箇所

スリップバー 　N=19本/箇所

キャップ 　　　N=19個/箇所

目地箇所数 　　N=2箇所

止水板 　　　　L=8.8m/箇所

スリップバー 　N=17本/箇所

キャップ 　　　N=17個/箇所

目地箇所数 　　N=1箇所

止水板 　　　　L=9.7m/箇所

スリップバー 　N=19本/箇所

キャップ 　　　N=19個/箇所
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57
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16
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10000
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5367

190848003043

9750
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182848003472

10100
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151248002006
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972710
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66

3
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95
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25
0

1
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0

2
5
0

1
002
5
0

1
00

25
0

1
0
0

止水板

100 100

目地材 t=10

止水板 CF200

スリップバー(φ19 L=600)

10

キャップL=300

200 200

600



▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽+3.70

▽+1.30

コンクリート
（陸上）

NO.0+10.048

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

2.36

2.68

4.05

3   

▽H.H.W.L.　＋3.40m

▽H.W.L.　　＋1.80m

▽M.L.W.L.　＋0.45m

▽L.W.L.　　±0.00m

（潮待ち）

（陸上）

▽+1.30

▽+2.50

コンクリート
（陸上）

表法被覆工

数量表

コンクリート
（潮待ち）
水中不分離性
コンクリート
型枠
（陸上）
型枠
（潮待ち）
チッピング
（陸上）
チッピング
（潮待ち）
差し筋
（陸上）
差し筋
（潮待ち）

工種 名称 単位 数量

m2

m2

m2

m

m

m

m

本

本

1.49

2.68

1.55

1   

▽+2.50

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島市南沖洲４丁目

Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

横断面図（残工事）

10/11

▽+3.70

横断面図
（残工事）

S=1:100

FH=
GH=4.870

NO.0+10.048

As

端部標準横断

(注1)水中不分離性コンクリートの配合は、配合試験により定めるものとする。
・初期設定条件
　水中期中強度比0.7以上
　スランプフロー50㎝(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「一般の場合」の値の中央値)
　水セメント比の上限60%以下(水中不分離性コンクリート設計施工指針(案)、土木学会、「無筋」・「海中」の値)

(注2)水中不分離性コンクリートの養生中はコンクリート表面をシート等で保護する。

1:2.0

1:2
.0

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面

176048002573

9133

5
2
4

2683

3227

47
7

268
3

142548001750

7975

2784



汚濁防止フェンス取付部詳細図
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徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）
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土工標準断面図(A-A断面)
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(注)民地の地表面の崩壊を許容できない場合に設置する
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土工詳細図
S=図示

徳島市南沖洲４丁目

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

土工詳細図
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Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）
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(注記1)現地盤面まで埋め戻した際に擁壁の根入れが不足する場合は、
発生土を用いて地盤面を嵩上げし、必要根入れを確保する。
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(注記)コンクリート部の着色は、
　既設階段工に腹付けする箇所を水色
　既設波返工に腹付けする箇所を赤色で示している。
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階段工詳細図(1)
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徳島市南沖洲４丁目

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

階段工詳細図(1)
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Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）
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B-B 断面図
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階段工詳細図(2)
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徳島市南沖洲４丁目

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

階段工詳細図(2)
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Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）
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官民境界
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設計荷重・・・防護柵の設置基準・同解説のP種荷重相当
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徳島市南沖洲４丁目

徳島小松島港海岸（沖洲地区）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

手すり割付図(参考図)
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Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）
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3t
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最
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00

(注)民地の地表面の崩壊が許容されない場合に設置する

3t
ユ
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ク
作
業
半
径

R=
45
00

STEP1
・3tユニックを用いてマイクロショベルを吊り込み、施工ヤードに配置する。
・マイクロショベルにより掘削する。
・必要に応じて簡易土留めを設置する。

STEP2
・腹付けコンクリート及び階段工基礎工、小口止め工を打設する。
　このとき、手すり支柱を同時に設置する。
(注)コンクリートは、コンクリートポンプ車を用いて施工箇所まで圧送する。

STEP3
掘削部を埋戻しながら階段工の基礎捨石を敷設する。
基礎砕石の原地盤高が計画地盤高に対して不足する場合、
発生土等を薄層に敷均し、整地する。

STEP4
階段工施工範囲に基礎砕石を敷設し、階段工を打設する。
このとき、手すり支柱を同時に設置する。
その後、手すりのビームを取り付ける。

※マイクロショベルの横転を避けるため
適宜、設置面を水平に保つ。
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施工要領図(参考図)
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Ｒ７徳土　徳島小松島港海岸（沖洲地区）
徳・南沖洲４　護岸修繕工事（担い手確保型）

当初設計図面


